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まだまだ注意が必要な肝障害

～B型肝炎はねむってても怖いんです～



肝炎ウイルスの種類



B型肝炎とは

症状がなくても、肝硬変や肝がんを発症する

ことがあり定期検査・継続治療が必要です。

B型肝炎は、血液を介してB型肝炎ウイルスに感染することで発症

します。B型肝炎ウイルスが肝臓内にすみつき、感染が持続してい

る状態をHBVキャリアといいます。

日本には130万人のキャリアがいると推計され、約100人に一人が

キャリアとされています。HBVキャリアは症状や肝機能異常が全

くないこともありますが、この状態でも肝硬変や肝がんを発症す

ることがあります。

よって、定期的に肝機能検査やエコー検査が必要です。



＊タイプAは西欧に多く、成人感染でも慢性化する可能性がある。
＊日本ではタイプCが多く、インターフェロンが効きにくい。









B型肝炎の感染経路

HBVキャリアの原因のほとんどは母子感染

と乳幼児期の感染ですが、最近性交渉も問題

になっています。

HBVキャリアの感染経路は、ウイルスをもつ母親から出生時に感

染する「母子感染」と「乳幼児期」の感染がほとんどでした。

現在は、母子感染に対する対策がとられるようになり、母子感染

は減少しています。

一方、最近は成人後の感染が増加し、問題となっています。

これは、外国から持ち込まれたタイプのB型肝炎ウイルスが

性行為によりひろまったことにより、成人後でも慢性化する

ことが報告されています。

















HBe抗体が陽性でも変異の人は
ウイルス量が多いままのことが
あります。：ミュータントといいます

HBc抗体のみ陽性でも
オカルトBといって
化学療法のときなど
問題になることがあります





＊急性肝炎で劇症化すると死亡することもあります。
＊成人での急性肝炎は慢性化しないとされていまし
たが、西欧型のジェノタイプAでは、慢性化する
ことが報告され、東京ではこのタイプが増えつつ
あります。

B型急性肝炎の症状



セロコンバージョンは治癒ではありません

B型肝炎ではセロコンバージョンと呼ばれる現象がおきます。

HBVキャリアの状態から自己の免疫反応でウイルスを排除しよう

と働きます(多くは25歳くらいまでにおきるとされています。）。

このときウイルスは減少し、Hbe抗原が陽性から陰性になり、Hbe抗体

が出現します。この状態は以前はB型肝炎の治癒とされていました。

しかし、HBVの変異という状態で、肝細胞のなかに残存しています。

よって、この状態でも肝炎悪化し、肝硬変へ進展したり、肝癌が発症

することがあります。

これも定期的な検査が必要な理由です。



慢性肝炎から肝癌まで



＊ウイルス量が多いと肝硬変へ
進展しやすくなるとされています。

＊ウイルス量が多いと発がん率も
上昇します。













慢性肝炎治療の流れ



治療の目標

＊肝硬変の進展抑制
＊発がん抑制

＊ウイルス量を減らす
＊HBs抗原を陰性化



ラミブジン内服の継続により耐性ウイルスの
出現が問題となりました。















テノホビルまたはアデホビルでは長期
に投与するときは、腎機能に準じて
減量が必要





















他の人に感染させないように






